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SHARING SOCIETY 個人主役の経済へ。

日本経済は、大企業中心の設計だった。

教育、働き方、人生設計、まちづくりまであらゆる物事が、“大企業”という論理構造から逆算され、

作られてきた。多くの日本人が、そのピラミッドの中で生きてきた。

しかし、これほどモノや情報が溢れ、技術革新が起こる時代に、その仕組みは賞味期限が切れてい
る。

もっと他のやり方がある。その事実に、私たちは気づいている。

そこで生まれたのが、シェア。

シェアリングエコノミーというのは、これまでの延長にあるビジネストレンドではなく、

経済の主役を変えるパラダイムシフトなのだ。

大企業中心の経済から、個人中心の経済へ。

シェアという発想が個人と個人をつなぎ、国、地域、NPO、企業、大学などが垣根を越えて、

一人ひとりが主役になれる社会をつくっていく。

そんな“シェアリングソサエティ”こそが、次なる日本経済のコンセプトだと私たちは信じている

これからは個人をエンパワーメントする組織だけが生き残り、経済は画一的なものではなく、

もっと関わる人の血が通った、手触りのあるものが、人や地域の数だけ生まれていく。
新しい時代の主役は、“誰か”ではない。

すべては、あなたのアクションから始まるのだ。 2
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本日のTOPICS

そもそもシェアリングエコノミーとは

（社会に与える影響etc.）

プレーヤー概観・先進事例の紹介

安全安心のための取り組み
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本日お伝えしたいこと

販売＆預託ビジネス≠シェアリングビジネ

スであるため、直接的な影響は現時点では

考えられない

シェアリングビジネス＝遊休資産（スキル

など無形資産含む）の有効活用であり、投

資などとは性質が異なる
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本日お伝えしたいこと

他方で、ビジネスの世界の動きは従前より

もさらに早く、従来想定されていなかった

ところにビジネスが生まれる傾向にある

特に、データは21世紀の石油とも言われる

中、今後データビジネスがより拡大してい

くことが予想される

カーシェアリングなどの分野で新たなビジ

ネスモデルが出てきており、従来のシェア

リングエコノミーの枠に収まらないものも

今後出てくることが想像に難くない
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本日お伝えしたいこと

そこで、仮に何らかの規制を導入するとし

ても、まずは届出制にするなどできる限り

事業者の負担を軽くしてイノベーションを

阻害しないようにすべき

具体的には、独自の報告義務は不要、決算

書の提出義務と代表者や住所変更の届出義

務のみなど



そもそもシェアリングエコミーとは？



Copyright (c) Sharing Economy Association, Japan all rights reserved.

シェアリングエコノミーとは

インターネット上のプラットフォームを介して個人間でシェア（貸借や売買や提供）をしていく新しい経済の

動き

59

シェア×モノ
フリマ・レンタルサービス

シェア×空間
ホームシェア・駐車場・会議室

シェア×移動
ライドシェア・シェアサイクル

シェアリングエコノミーは

おもに5つに分類されます。

シェア×スキル
家事代行・育児・知識・料理・介護

シェア×お金
クラウドファンディング



シェアリングエコノミーの立ち上がってきた経緯

インターネットを介して
発生してきた他人同士で
の繋がり、信頼感、安心
。
レーティングシステム。

スマート
フォン

ソーシャル
メディア

スペース・モノ・ヒト・カネ
など有形・無形のものが、ス
マホを通じてリアルタイムに
つながる。
位置情報・決済システム。
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シェアリングエコノミーとは
インターネット上のプラットフォームを介して個人間でシェア（貸借や売買や提供）をしていく新しい経済の

動き
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シェアリングエコノミーの市場規模



シェアリングエコノミーの市場

● 2018年度の経済規模は過去最高の1兆8000億円越え

● 2030年には11兆円の予測
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● 既存産業への経済波及効果は18年度で1兆4,000億円

● 30年で8兆円。製造業、不動産、サービス業に大きく影響

シェアリングエコノミーの市場
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生活の充実度や社会とのつながりなど、

シェアリングエコノミー利用者の幸福度向上にも寄与

シェアリングエコノミーの市場
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認知度（PwCｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 国内シェアリングエコノミーに関する意識調査2019）
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